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３月定例会

令和７年３月定例会を２月25日から３月24日までの28日間の会期で
開催しました。
本定例会では市長から提案された議案59件を審議しました。議案

は、いずれも原案のとおり可決・同意したほか、議会から提案した議案
１件を可決しました。（採決の結果は６ページに記載）
上程された議案は、３つの常任委員会に付託され審査しました。その

内容は次のとおりです。

一人ひとりの幸せをみんなで紡いで実現する予算一人ひとりの幸せをみんなで紡いで実現する予算
●予算審査のあらまし

予算決算委員会は、当初予算及び補正予算の
審査を３月13日から19日までのうち５日間行い
ました。

付託された議案は令和７年度当初予算11件
（一般会計・特別会計７件・公営企業会計３件）、
補正予算８件（一般会計・特別会計４件・公営
企業会計３件）の計19件です。

なお、３月12日に総括質疑を行い、13人の
委員から21件にわたる質疑がありました。

●令和７年度当初予算の内容
一般会計の予算規模は、208億895万円で

前年度対比5.7％増の過去最大規模となってい
ます。さらに、特別会計７件（総額91億2,720万
円、1.9％増）と公営企業会計３件（総額132億
6,220万円、2.4％増）を合わせた全11件の規
模は431億9,836万円となり、前年度対比3.9％
増の予算が編成されています。

予算決算委員会

～令和7年度当初予算・令和6年度補正予算～
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主な意見
審査では、執行部からの説明に対し、委員が質疑を行い、その後、意見調整と採決を行いました。
各委員の主な意見は以下のとおりです。

■ 一般会計

〇防犯カメラ設置事業費補助金は、市民の防犯意識
向上と地域の安全確保に寄与する重要な施策であ
り、高く評価するとともに継続すべきである。なお、
設置場所には十分配慮すること。

〇市制施行75周年協賛事業補助金を多いに期待す
る。市民団体がイベント開催時に活用できる補助
制度として支援を継続されたことを評価する。ま
た、補助率を３分の２に上げられたことも評価す
る。

○こども家庭センター整備事業費、こども発達支援
施設運営事業費を高く評価する。すべての妊産婦、
子育て世帯、こども相談支援の充実、すべての子ど
もの健やかな成長に期待する。

〇PFAS汚染の対策強化を国・京都府へ求めること。
また、各種検査を希望する市民には、費用負担を
支援するなどの独自策を実施されたい。

〇認定農業者経営発展支援事業費を評価する。まず
は、認定農業者をしっかり支援し、生産体制を強
化すること。

〇2024年ランネット大会レポで、全国年間１位を獲
得したあやべ水源の里トレイルランの開催事業費
を評価する。本市の知名度向上に期待する。

〇犀川改修関連整備事業費は、市民の安全確保と防
災・減災の観点から重要であり、気候変動による災
害リスクの高まりを踏まえ、積極的に推進すべき施
策として高く評価する。

〇西部地域消防防災拠点施設整備事業費、管理運
営費を高く評価する。西部地域におけるさらなる救
命率の向上に期待する。

〇小規模特認校制度について、少子化による児童数
減少が深刻化し、一部小学校で複式学級が増える
中、小規模校の特色を活かした小規模特認校制度
の導入を高く評価する。市民への周知、理解が進
むようオープンスクールの実施などさまざまな工夫
を行うこと。また、予想される課題点について整理
し、対策をとること。

〇あやべっ子英語未来プロジェクト事業費は、英語
検定試験から英語４技能測定の外部検定試験に
変更することを生徒及び保護者へ周知するととも
に英語４技能の向上に期待する。

■ 市立診療所等特別会計

〇老朽化した中上林診療所、上林歯科診療所の中上
林公民館への移転を評価する。地域医療への充実
を期待する。

■ 国民健康保険特別会計

〇財政運営に責任をもつ京都府が一般会計からの
法定外繰り入れを行い、保険料値上げを抑制する
よう求めること。また、小規模加算の存続を強く
求めること。

■ 介護保険特別会計

〇高齢者が住み慣れた地域で尊厳を持って豊かに暮
らすことができる地域社会の形成に期待する。

■ 後期高齢者医療特別会計

〇高齢化が進み、医療費が増えていく中で、後期高齢
者等が安心して医療を受けられる制度の確立に期待
する。

■ 上水道事業会計

〇広域化の協議内容は、十分な情報開示を行うこと。

■ 下水道事業会計

〇下水道の今後の事業実施のために、国・府の財政支
援を求めること。

■ 病院事業会計

〇更なる医師確保を図られたい。

■ 農林業者労働災害共済特別会計

〇農林業者労働災害共済制度について評価する。さら
に農林業者の生活の安全と福祉の増進を図られた
い。

■ 住宅・工業団地事業特別会計

〇住宅分譲地の早期の完売を図られたい。

●令和６年度補正予算の内容
一般会計、特別会計４件、公営企業会計３件

の計８件の補正を行い、総額１億1,691万円の
減額となりました。

一般会計では、中丹地域有害鳥獣処理施設
運営費として1,053万円が増額、また、拠点避
難所等資機材整備事業費として5,422万円が増
額されました。他に事業費の確定見込みによる
補正です。

●審査の結果
採決の結果、令和７年度一般会計及び国民健康

保険特別会計の２議案は賛成多数となり、これら
を除く17議案は全員賛成で可決となりました。

なお、本会議での採決に際しては、賛成多数と
なった議案に対し、吉崎篤子議員、井田佳代子議
員から反対の立場、後藤光議員、安藤和明議員か
ら賛成の立場で討論がありました。
（７ぺージに要旨を掲載）
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●綾部市都市公園条例の一部改正
並松町で整備を進めている「あやパーク」

を条例に規定し、併せて「あやパーク」に設
置するイベントハウスの使用料等を規定し
ようとするもので、イベントハウスには照
明、空調、コンセント、給排水、ミニキッチン
を備えており、供用時間を午前９時から午後
10時までとし、使用料は１時間当たり200
円。使用料金には設備使用を含み、営利目的
での使用については２倍の額とするとの説明
がありました。

質疑の中で、「金額設定の根拠と営利目的
とする判断基準は」との質問に対し、「金額設
定の根拠は市内公共施設の中で最も面積が小
さい会議室である「あやべ日東精工・アリー
ナ」の会議室３の使用料を参考にした。施設
管理者が常駐していないため、空調等の設備
使用も含んだ料金設定としており、イベント

ハウスやその周辺も含めて物販を行う場合は
営利目的とする」との答弁がありました。

特に意見もなく、採決の結果、全員賛成で
可決となりました。

●西部地域消防防災拠点施設・地域振興センター
整備工事（建築本体工事）請負契約の一部変更

当初の請負契約の内容に変更が生じたため
1,288万9,800円を増額し、請負金額１億
5,527万8,200円に変更。主な工事変更の内
容は、雨水貯留槽設置に伴う安全確保のため
の鋼矢板の設置、建物の維持保全の軽減のた
め玄関上部の越屋根の取り止めなどのほか、
アスファルト整備、案内標識などの外構整備
を追加するもの。工期は予定どおり５月22
日までに完了する見込みとの説明がありまし
た。

質疑の中で、「工事の財源について緊急防
災・減災事業債や過疎対策事業債等充てられ
ているが、どのように按分をしているのか」
との質問に対し、「それぞれの施設において
面積按分している」との答弁がありました。

特に意見もなく、採決の結果、全員賛成で
可決となりました。

その他、20議案について審査を行い、採決
の結果、３議案は賛成多数となり残り17議
案は全員賛成で可決となりました。

あやパークに設置するイベントハウスの使用料が決定総務教育建設委員会

陳 情 審 査
●綾部市内の所在地名の「鍛冶」に由来するものの巷での「冶」の字の使用についての再確認　　

　議決の促しに関する陳情書　no.11

陳情者：村上 　修 氏 採決の結果、賛成なしで不採択となりました。

●固定資産評価審査委員会委員の選任
　久　木　圭　史　さん ( 駅前通 ) ＝再

●人権擁護委員の候補者の推薦
　山　本　みさ子　さん ( 西　町 ) ＝再

　永　井　智　子　さん ( 栗　町 ) ＝新

同意した人事案件

▲あやパーク（並松町）
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●綾部市立診療所の設置及び管理に関する
条例の一部改正

施設の老朽化により中上林診療所及び上林
歯科診療所を綾部市観光センターへ移転する
ものとの説明がありました。

質疑の中で、「診療所に待合室はあるのか」
との質問があり、「中上林診療所と上林歯科診
療所をあわせたかたちで１か所、待合室を設
ける」との答弁がありました。

また、「移行期間は、休診することになるの
か」との質問があり、「綾部市観光センターの
工事期間中は、現診療所で診療を継続する。
現在使用している医療機器を移設するため、
若干休診する日が生じるかもしれないが、で
きるだけ最小限にとどめたい」との答弁があ
りました。

さらに、「移転について患者は理解しておら
れるのか」との質問があり、「日程が決まれば
早めに患者へ説明を行い、薬の調整などをし
て影響のないようにする」との答弁がありま
した。

特に意見もなく、採決の結果、全員賛成で
可決となりました。

●綾部市二王公園の設置及び管理に関する
条例の一部改正

施設の安定運営を図るため料金を改定しよ
うとするものとの説明がありました。

質疑の中で、「使用料が倍になるが、民間の
キャンプ場と比べるとどうか」との質問があ

り、「市内に民間のキャンプ場はあるが、その
中でも、二王公園は安価であり、使用料改定
後も安いことに変わりはない」との答弁があ
りました。

また、「キャンプサイトの利用者数を増やす
ため、何を特徴としてPRするのか」との質問
があり、「温泉施設と併設していることが最大
の特徴である。また、現在オートキャンプが
可能な通路を整備している。さらに、大型迷
路や電動遊具も整備されており、遊べる温泉
としても宣伝していきたい」との答弁があり
ました。

意見として、「利用者のニーズをつかんで運
営されたい」とありました。

採決の結果、全員賛成で可決となりました。
その他、13議案について審査を行い、採決

の結果、全員賛成で可決となりました。

中上林診療所・上林歯科診療所が移転産業厚生環境委員会

令和７年６月定例会の日程予定
６月定例会は、６月９日から27日までの19日間の会期で予定しています。

６月 9日（月）　本会議（議案上程）
　　16日（月）　請願受理締切り（正午）
　　17日（火）～19日（木）　一般質問
　　20日（金）　総務教育建設委員会

 23日（月）　産業厚生環境委員会
 24日（火）　予算決算委員会（総括質疑）
 25日（水）　予算決算委員会（予算審査）
 27日（金）　本会議（採決）

議会情報公開条例に基づく公文書の開示実施状況
　令和６年４月１日から令和７年３月31日までの公文書開示請求はありませんでし
た。議会に関する情報開示については、議会事務局（電話42－1259）へお問い合
わせください。

▲綾部市観光センター（八津合町）
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で
、
今
回
の
報
酬
改
定
が
妥
当
で
あ

る
と
の
結
論
に
至
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
改
定
も
、
時
代
の
要

請
と
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
を
目
的
と
し
た
適
正
な
措

置
で
あ
る
と
考
え
る
。

賛成　創政会

後
ご

　藤
とう

　　　光
ひかる

議
第
議
第
７
号
７
号
　　
綾
部
市
長
等
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

議
第
議
第
８
号
８
号
　　
綾
部
市
教
育
委
員
会
の
教
育
長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

議
第
議
第
９
号
９
号
　　
綾
部
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

今
、
報
酬
等
の
改
定
を
す
べ
き
で
な
い

市
長
等
の
特
別
職
の
給
与
等
改
正
は
、
い
ず
れ
も
綾
部
市
特

別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
を
踏
ま
え
て
増
額
し
、
国
の
人
事

院
勧
告
に
準
じ
た
地
域
手
当
の
支
給
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

市
長
や
議
員
を
目
指
す
次
世
代
の
た
め
に
一
定
の
給
与
・
報

酬
の
水
準
を
確
保
す
べ
き
点
か
ら
、
答
申
及
び
勧
告
の
趣
旨
に

つ
い
て
理
解
は
で
き
る
。
し
か
し
、
同
時
に
改
定
時
期
を
い
つ

実
施
す
る
か
は
物
価
高
騰
で
市
民
生
活
に
困
難
が
生
じ
て
い
る

中
で
、
慎
重
に
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

答
申
や
勧
告
に
つ
い
て
尊
重
は
し
つ
つ
も
、
過
去
に
は
諸
事

情
を
鑑
み
て
引
下
げ
や
据
え
置
き
の
対
応
も
し
て
い
る
。

限
り
あ
る
予
算
を
暮
ら
し
と
生
業
の
支
援
に
回
す
こ
と
を
最

優
先
と
し
、
今
改
定
す
べ
き
で
な
い
。

反対　日本共産党

吉
よし

　崎
ざき

　篤
あつ

　子
こ
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Ｑ　

物
価
高
騰
が
続
き
、
３
月
に
入
り
値
上
げ
さ
れ
る
飲
食
料
品

が
５
か
月
ぶ
り
に
２
千
品
目
を
超
え
る
。
共
産
党
議
員
団
が
取

り
組
ん
だ
暮
ら
し
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、「
節
約
は
限
界
で
先
の

見
え
な
い
大
き
な
不
安
」
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
物
価
高
騰

に
疲
弊
す
る
市
民
を
支
援
す
る
予
算
の
内
容
は
。

Ａ　

生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業
の
新
規
相
談
者
は
増
加

傾
向
に
あ
り
、
暮
ら
し
に
も
物
価
高
騰
の
影
響
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
12
月
補
正
予
算
で
非
課
税
世
帯
へ
の
給
付
金
、
新

年
度
予
算
で
、
小
・
中
学
校
等
給
食
費
、
保
育
所
副
食
費
、
小

児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
接
種
支
援
を
実
施
予
定
で
あ
る
。

Ｑ　

市
内
事
業
所
で
は
物
価
高
騰
分
を
価
格
転
嫁
で
き
な
い
と

聞
く
。
国
の
社
会
保
障
や
公
共
事
業
を
は
じ
め
様
々
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
政
策
的
経
費
は
軍
事
費
を
除
け
ば
軒
並

み
低
下
し
て
い
る
。
国
の
施
策
を
待
っ
て
も
届
か
な
い
。
市
と

し
て
何
が
必
要
か
市
民
の
暮
ら
し
の
実
態
調
査
を
し
て
は
ど
う

か
。

Ａ　

市
民
生
活
の
課
題
は
様
々
な
属
性
に
応
じ
た
相
談
窓
口
を

設
け
る
と
と
も
に
民
生
児
童
委
員
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連

携
に
よ
り
、
随
時
実
態
の
把
握
に
努
め
、
支
援
や
施
策
・
情
報

を
市
民
に
届
け
て
い
る
。

Ｑ　

国
保
の
就
学
前
児
童
の
均
等
割
り
全
額
免
除
は
わ
ず
か

１
０
０
万
円
で
可
能
で
あ
る
。
市
の
努
力
次
第
で
全
額
免
除
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
が
。

Ａ　

就
学
前
児
童
に
対
す
る
均
等
割
り
額
は
、
国
の
制
度
に
よ
り

半
額
に
軽
減
し
て
い
る
。
市
独
自
に
対
象
拡
大
す
る
に
は
、
さ

ら
に
保
険
料
増
が
必
要
で
あ
り
、

国
の
制
度
に
準
じ
た
取
組
と
し
た

い
。
ま
た
、
制
度
拡
充
や
負
担
軽

減
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
国
へ
働

き
か
け
た
い
。

市
民
の
暮
ら
し
生
業
守
る
予
算
編
成
を

日
本
共
産
党

Ｑ　

利
用
者
減
少
や
人
件
費
、
燃
料
費
等
の
高
騰
に
よ
り
、
あ
や

バ
ス
の
経
営
は
厳
し
く
な
り
、
年
々
本
市
の
一
般
財
源
は
増
加

し
て
い
る
。
あ
や
バ
ス
運
営
の
現
状
と
今
後
の
見
通
し
は
。

Ａ　

令
和
５
年
度
の
運
行
経
費
は
１
億
９
３
７
７
万
円
で
、
う
ち

一
般
財
源
は
１
億
７
６
８
万
円
。
今
後
も
人
件
費
や
燃
料
費
高

騰
に
よ
り
運
行
経
費
は
増
加
す
る
一
方
、
運
賃
収
入
は
減
少
す

る
見
込
み
で
、
運
営
は
厳
し
い
状
況
が
続
く
見
通
し
。

Ｑ　

長
野
県
安
曇
野
市
で
は
、
朝
夕
の
通
勤
通
学
時
間
帯
は
定

時
定
路
線
に
よ
る
路
線
バ
ス
を
運
行
さ
せ
、
朝
夕
以
外
の
時
間

帯
は
バ
ス
会
社
と
タ
ク
シ
ー
会
社
が
連
携
し
、
小
型
車
両
で
自

新
た
な
公
共
交
通
の
仕
組
み
検
討
は

種た
ね　

清き
よ　

喜よ
し　

之ゆ
き

市政を問う
代 表 質 問  ・ 一 般 質 問

代表質問

井い　

田だ　

佳か

よ

こ

代
子

民
政
会



9

　３月５日から７日までの３日間にわたって14人の議員が市政全般について質問を行いました。
ここでは代表質問と一般質問の要旨を掲載します。（掲載は登壇順）

宅
か
ら
目
的
地
ま
で
を
ド
ア
to
ド
ア
の
仕
組
み
で
運
行
す
る
、

予
約
制
乗
り
合
い
型
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
が
採
用
さ
れ
て

い
る
。
安
曇
野
市
の
面
積
は
綾
部
市
と
同
規
模
な
が
ら
、
本
市

の
あ
や
バ
ス
よ
り
も
安
い
運
行
経
費
総
額
と
な
っ
て
い
る
。
超

高
齢
化
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
つ
つ
、
運
行
経
費
を
抑
え
る
可

能
性
の
あ
る
デ
マ
ン
ド
交
通
等
の
新
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
を
、

本
市
で
も
検
討
す
る
考
え
は
。

Ａ　

公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
変
更
に
は
、
ま
ず
は
現
行
シ
ス
テ
ム

の
評
価
を
行
い
、
地
域
性
や
経
済
合
理
性
、
実
現
可
能
性
な
ど

を
調
査
研
究
し
、
専
門
家
の
意
見
も
交
え
つ
つ
市
民
と
合
意
形

成
を
図
り
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。
ご
提
案
の
仕
組
み
は
ニ
ー

ズ
の
高
い
シ
ス
テ
ム
だ
が
、
運
行
方
式
や
ダ
イ
ヤ
構
成
、
運
行

経
費
、
利
便
性
な
ど
、
何
を
優
先

課
題
と
す
る
か
様
々
な
課
題
も
あ

る
。
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、

今
後
様
々
な
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
う
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

代表質問

Ｑ　

本
市
に
在
住
す
る
外
国
人
は
増
加
し
続
け
、
現
在
で
は

８
０
０
人
を
超
え
る
状
況
に
あ
る
。
さ
ら
に
昨
年
の
入
管
法

改
正
に
伴
い
、
技
能
実
習
制
度
の
廃
止
と
育
成
就
労
の
導
入

が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
今
後
さ
ら
に
外
国
人
住

民
が
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
動
き
は
、
人
手
不
足
に

直
面
し
て
い
る
地
方
に
お
い
て
貴
重
な
労
働
力
と
な
り
、
ま

た
、
外
国
人
住
民
の
活
躍
を
通
じ
て
地
域
経
済
が
活
性
化
し
、

多
文
化
的
な
交
流
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
で
地
域
社
会
に
も
新

た
な
視
点
や
価
値
観
を
も
た
ら
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
し

か
し
、
外
国
人
住
民
の
増
加
が
地
域
に
も
た
ら
す
変
化
に
対

し
、
不
安
や
戸
惑
い
を
感
じ
る
市
民
も
少
な
く
な
い
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
感
情
に
配
慮
し
な
が
ら
、
多
文
化
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
た
具
体
的
な
施
策
を
進
め
る
こ
と
は
重

要
な
課
題
で
あ
る
。
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
具

体
的
な
取
組
は
。

Ａ　

本
市
の
在
住
外
国
人
は
、
技
能
実
習
や
特
定
技
能
等
に
よ

る
事
業
所
で
の
受
入
れ
に
加
え
、
日
本
語
学
校
へ
の
留
学
に
よ

り
増
加
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
綾
部
国
際
交

流
協
会
に
相
談
業
務
等
を
委
託
し
て
き
た
が
、
昨
今
の
状
況
を

踏
ま
え
、
同
協
会
と
連
携
し
在
住
外
国
人
や
事
業
所
等
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
行
政
機
関
や
関
係
団
体
、
事
業
所
、

自
治
会
な
ど
に
よ
る
連
絡
会
議
を
立
ち
上
げ
る
予
定
で
あ
る
。

市
役
所
で
の
各
種
手
続
に
つ
い
て
は
、
Ｕ
Ｄ
ト
ー
ク
な
ど
の
自

動
翻
訳
機
能
を
活
用
し
対
応
し
て

い
る
。

　
　

相
談
や
課
題
も
多
岐
に
わ
た
る

中
、
市
役
所
を
は
じ
め
関
係
機
関

が
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
対
策
を

講
じ
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
て
い

る
。

多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
を

梅う
め　

原は
ら　

哲て
つ　

史し

創
政
会



セルロースナノファイバーを問う

Ｑ　

セ
ル
ロ
ー
ス

ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー

（
Ｃ
Ｎ
Ｆ
）
は
、
木

材
な
ど
の
植
物
細

胞
壁
に
含
ま
れ
る

セ
ル
ロ
ー
ス
を
ナ

ノ
レ
ベ
ル
ま
で
微

細
化
し
た
繊
維
で
、

鋼
鉄
の
約
５
分
の
１
の
軽
さ
で
あ
り
な
が
ら
、

強
度
は
５
倍
以
上
と
非
常
に
優
れ
た
特
徴
を

持
っ
て
い
る
。
本
市
の
公
共
事
業
や
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
お
い
て
、
Ｃ
Ｎ
Ｆ
を
活
用
し
た
建
材
、
舗

装
材
の
導
入
を
す
る
可
能
性
や
市
役
所
の
紙
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
代
替
品
の
使
用
に
つ
い
て
検
討

し
て
は
。

Ａ　

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
バ
イ

オ
マ
ス
資
源
を
原
料
と
す
る
Ｃ
Ｎ
Ｆ
の
工
業
製

品
へ
の
活
用
は
非
常
に
有
効
で
あ
り
、
さ
ら
な

る
研
究
開
発
が
期
待
さ
れ
る
。
現
在
、
Ｃ
Ｎ
Ｆ
を

使
用
し
た
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
タ
イ
ヤ
、
塗

料
な
ど
が
販
売
さ
れ
て
い
る
が
、
既
存
製
品
と

同
等
の
品
質
を
持
ち
、
安
価
で
安
定
供
給
が
可

能
な
商
品
が
開
発
さ
れ
れ
ば
、
導
入
の
検
討
と

活
用
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

国
や
府
の
補
助
金
を
活
用
し
、
Ｃ
Ｎ
Ｆ
の
研

究
開
発
や
事
業
化
を
進
め
る
企
業
・
団
体
を
本

市
へ
誘
致
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
基
幹
産
業
の

創
出
や
森
林
整
備
の
推
進
を
計
画
し
て
は
。

Ａ　

工
場
用
地
や
工
業
用
水
、
人
材
確
保
な
ど
の

調
整
が
必
要
だ
が
、
今
後
、
企
業
な
ど
か
ら
森
林

資
源
の
活
用
や
研
究
開
発
に
関
す
る
問
合
せ
が

あ
れ
ば
相
談
に
応
じ
、
適
切
に
対
応
し
て
い
き

た
い
。

ＰＦＡＳ対策について問う

Ｑ　

犀
川
支
流
の

天
野
川
上
流
の
事

業
所
か
ら
現
在
も

流
出
が
続
い
て
い

る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
つ

い
て
、
農
林
水
産
省

が
実
施
し
て
い
る

農
地
や
農
産
物
へ

の
影
響
把
握
調
査
の
進
捗
等
の
報
告
は
。

Ａ　

農
林
水
産
省
の
実
証
研
究
は
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
土

壌
か
ら
農
作
物
へ
の
移
行
と
そ
の
分
析
方
法
確

立
が
目
的
で
、
物
部
町
須
波
伎
地
区
で
概
ね
５

年
間
、
農
業
用
水
と
土
壌
等
の
サ
ン
プ
ル
提
供

が
行
わ
れ
て
い
る
。
一
般
に
は
非
公
開
だ
が
、
検

査
サ
ン
プ
ル
を
提
供
し
て
い
る
地
元
要
望
に
応

え
、
本
年
度
も
説
明
会
を
予
定
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ　

国
は
昨
年
末
に
水
道
の
水
質
基
準
項
目
に
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ａ
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
を
加
え
た
が
、
基
準
値
は

50
ｎ
ｇ
／
ℓ
の
ま
ま
。
国
内
で
も
胎
児
へ
の
影

響
を
示
す
論
文
等
も
出
さ
れ
て
お
り
、
市
と
し

て
よ
り
安
全
側
に
立
っ
た
対
策
を
進
め
る
べ
き

だ
。
環
境
省
の
令
和
６
年
度
補
正
予
算
で
実
施

の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
対
策
の
技
術
実
証
事
業
に
採
択
を

目
指
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
内
容
は
。

Ａ　

近
年
、
国
内
で
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
の
目
標

値
を
超
過
し
た
地
域
で
高
濃
度
の
汚
染
土
壌
、

排
水
等
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
国
内
外
で
様
々

な
濃
度
低
減
の
対
策
技
術
が
提
案
さ
れ
始
め
て

い
る
。
実
証
事
業
を
実
施
し
、
濃
度
低
減
の
た
め

の
効
果
的
な
対
策
技
術
の
知
見
を
集
め
る
た
め

の
事
業
。
こ
れ
ら
の
知
見
を
も
と
に
実
行
可
能

性
の
高
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
作
成
さ
れ
る
。
期

間
は
令
和
７
年
度
末
ま
で
の
見
通
し
で
あ
る
。

10

一般質問

協力隊に期待する効果は

Ｑ　

地
域
観
光
資

源
活
性
化
支
援
事

業
費
で
、
山
家
地

区
の
カ
ヌ
ー
乗
艇

場
を
中
心
と
し
た

地
域
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
を
配

置
す
る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
山
家
地
区
の
カ

ヌ
ー
事
業
は
、
事
業
者
の
急
逝
に
よ
り
取
り
組

む
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
。
山
家
地
区
と
し
て

は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
一
緒
に
な
っ
て
カ

ヌ
ー
事
業
の
再
起
を
図
っ
て
い
く
わ
け
だ
が
、

新
た
に
募
集
さ
れ
る
協
力
隊
の
内
容
は
。

Ａ　

本
市
の
地
域
資
源
で
あ
る
由
良
川
を
活
用
し

た
カ
ヌ
ー
事
業
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
担
う

人
材
を
募
集
す
る
。
任
期
は
最
長
３
年
、
年
齢
要

件
は
18
歳
以
上
60
歳
未
満
を
想
定
し
、
会
計
年

度
任
用
職
員
と
し
て
雇
用
す
る
予
定
。
カ
ヌ
ー

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
有
資
格
者
に
は
限
定

せ
ず
、
カ
ヌ
ー
の
公
認
指
導
員
の
講
習
の
受
講

や
資
格
取
得
を
条
件
に
加
え
た
い
。

Ｑ　

現
時
点
で
は
、
協
力
隊
に
応
募
が
あ
る
か
分

か
ら
な
い
が
、
山
家
地
区
と
し
て
は
、
協
力
隊
と

一
緒
に
な
っ
て
カ
ヌ
ー
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。
市
と
し
て
協
力
隊
を
導
入
す
る
こ
と

に
よ
り
期
待
す
る
効
果
は
。

Ａ　

由
良
川
で
の
カ
ヌ
ー
事
業
に
加
え
、
秋
以
降

に
は
、
山
家
ふ
れ
あ
い
の
駅
や
あ
や
べ
温
泉
な

ど
の
東
部
地
域
の
観
光
資
源
を
活
用
し
た
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
里
山
ね
っ
と
・
あ

や
べ
と
の
連
携
し
た
企
画
な
ど
、
多
方
面
で
の

地
域
活
性
化
へ
の
寄
与
を
期
待
し
て
い
る
。
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お米の高騰問題について問う

Ｑ　

現
在
の
お
米

の
高
騰
は
、
生
産
者

側
か
ら
見
れ
ば
慢

性
的
な
赤
字
経
営

の
中
、
今
後
の
持
続

生
産
に
は
プ
ラ
ス

と
な
る
。
食
料
生

産
の
持
続
性
と
消

費
者
価
格
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
の
よ
う
に
取
っ
て

い
く
か
が
大
変
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

市
と
し
て
高
騰
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
理
解
さ

れ
て
い
る
か
。

Ａ　

消
費
者
に
と
っ
て
は
、
適
正
な
価
格
で
安
定

的
に
農
産
物
が
供
給
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
一
方
、
米
価
上
昇
分
が
直
接

生
産
者
の
利
益
に
つ
な
が
れ
ば
消
費
者
の
皆
さ

ん
か
ら
も
一
定
理
解
が
得
ら
れ
る
も
の
と
い
う

ふ
う
に
考
え
て
い
る
が
、
生
産
者
団
体
へ
の
集

荷
も
減
っ
て
い
る
状
況
で
、
投
機
目
的
の
業
者

の
利
益
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
の
な
ら
、
国
に

お
い
て
何
ら
か
の
対
策
を
講
じ
る
べ
き
と
考
え

る
。

Ｑ　

高
騰
の
原
因
が
、
既
に
農
業
者
の
減
少
で
需

要
に
供
給
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
状
況
が
始

ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る

が
、
市
の
判
断
は
。

Ａ　

近
年
の
気
温
上
昇
の
影
響
や
カ
メ
ム
シ
等
の

被
害
に
よ
り
、
国
が
示
す
作
況
指
数
よ
り
生
産

量
が
減
っ
て
い
る
と
も
伺
っ
て
い
る
が
、
全
国

的
に
見
る
と
、
全
体
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
大
き

く
崩
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
今
後
の
作
付

動
向
や
国
の
対
応
次
第
で
は
調
整
が
進
む
可
能

性
も
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
も
認
識
し
て
い
る
。
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市の農業振興について問う

Ｑ　

後
継
者
不
在

や
耕
作
放
棄
が
進

む
農
振
地
域
に
つ

い
て
、
５
年
後
・
10

年
後
の
農
業
継
続

を
見
据
え
た
計
画

的
な
農
振
指
定
の

見
直
し
と
、
地
目
変

更
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
促
進
に
つ
い
て
、
市

の
方
針
は
。

Ａ　

本
市
で
は
、
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
見

直
し
を
概
ね
５
年
ご
と
に
実
施
し
て
お
り
、
来

年
度
か
ら
３
年
を
か
け
て
見
直
し
を
進
め
る
。

優
良
農
地
の
保
全
を
基
本
と
し
つ
つ
、
地
域
や

農
業
者
の
意
見
を
尊
重
し
、
京
都
府
と
調
整
を

行
い
な
が
ら
慎
重
に
対
応
す
る
。
社
会
情
勢
や

地
域
実
情
に
応
じ
た
地
目
変
更
の
検
討
も
進
め

る
方
針
で
あ
る
。

Ｑ　

小
規
模
農
業
者
や
新
規
参
入
者
の
育
成
に
向

け
、
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
整
備
事
業
の
支
援
内
容
と

申
請
条
件
は
。
ま
た
、
特
産
館
等
へ
の
出
荷
農

家
数
と
10　
ha
以
上
の
大
規
模
農
家
数
は
。
さ
ら

に
、
大
規
模
農
家
を
踏
ま
え
た
市
の
農
業
振
興

策
は
。

Ａ　

本
市
で
は
、
収
益
性
の
高
い
園
芸
産
地
づ
く

り
を
目
的
に
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
整
備
事
業
を
推
進

し
て
お
り
、
採
択
に
あ
た
っ
て
は
３
戸
以
上
の

農
業
者
団
体
と
京
ブ
ラ
ン
ド
産
品
を
条
件
に
、

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
整
備
を
支
援
し
て
い
る
。
令
和

５
年
度
の
Ｊ
Ａ
彩
菜
館
出
荷
農
家
は
３
４
０

件
、
特
産
館
は
３
８
５
件
、
10　
ha
以
上
の
大
規
模

農
家
は
19
経
営
体
で
、
地
域
農
業
の
強
化
と
競

争
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

保育の今後と副食費の負担軽減を

Ｑ　

０
歳
児
の
入

所
数
と
保
育
士
確

保
な
ど
、
人
口
減
少

下
で
の
保
育
園
等

の
状
況
は
。

Ａ　

直
近
10
年
の

利
用
児
童
数
は
、
令

和
５
年
を
ピ
ー
ク

に
減
少
傾
向
で
あ
り
、
０
歳
児
の
入
所
数
は
、
令

和
７
年
３
月
１
日
現
在
で
70
人
。
保
育
士
確
保

は
、
全
園
が
配
置
基
準
は
満
た
す
も
の
の
、
一
部

の
園
か
ら
は
支
援
が
必
要
な
児
童
に
対
す
る
加

配
職
員
や
産
休
・
育
休
の
代
替
職
員
が
不
足
し

て
い
る
と
い
う
話
も
聞
い
て
い
る
。

Ｑ　

人
口
減
少
の
も
と
で
も
保
育
園
等
は
地
域
に

根
付
い
た
不
可
欠
の
社
会
基
盤
と
考
え
る
が
市

長
の
見
解
は
。

Ａ　

保
育
園
等
や
学
校
を
は
じ
め
と
す
る
子
育
て

支
援
施
設
は
地
域
社
会
に
不
可
欠
な
社
会
基
盤

の
一
つ
で
あ
る
。
今
後
も
守
り
、
充
実
さ
せ
て
い

く
べ
き
存
在
で
あ
る
。
各
園
の
独
立
的
、
自
立
的

な
運
営
が
前
提
だ
が
、
支
援
は
で
き
る
だ
け
惜

し
み
な
い
覚
悟
で
臨
み
た
い
。

Ｑ　

物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
る
保
護
者
負
担
の
軽

減
の
た
め
に
、
保
育
所
等
副
食
費
支
援
事
業
費

を
増
額
す
べ
き
で
は
。

Ａ　

経
済
状
況
を
注
視
し
て
、
国
・
府
と
連
携
し

影
響
を
抑
え
ら
れ
る
よ
う
に
考
え
た
い
。

Ｑ　

仮
に
現
在
の
月
１
，
０
０
０
円
補
助
を
１
，

５
０
０
円
に
し
た
場
合
の
財
源
は
。

Ａ　

保
護
者
負
担
の
補
助
を
１
・
５
倍
に
増
額
し

た
場
合
、
追
加
の
財
源
は
約
２
２
０
万
円
に
な

る
見
込
み
で
あ
る
。
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上下水道の老朽化について問う

Ｑ　

近
年
、
老
朽
化

し
た
上
下
水
道
管

の
破
損
に
よ
る
被

害
が
相
次
い
で
い

る
。
上
下
水
道
管

の
法
定
耐
用
年
数

や
、
耐
用
年
数
超
過

の
割
合
、
老
朽
化
の

進
行
状
況
は
。

Ａ　

上
水
道
管
の
総
延
長
は
５
４
４
㎞
で
、
法
定

耐
用
年
数
40
年
を
超
過
し
た
管
路
の
割
合
は

23
・
８
４
％
、
耐
震
適
合
率
は
23
・
６
１
％
で

あ
る
。
下
水
道
管
に
つ
い
て
は
、
公
共
下
水
道
及

び
農
業
集
落
排
水
と
も
に
、
耐
用
年
数
50
年
を

超
過
し
た
管
路
は
な
い
。

Ｑ　

上
水
道
管
は
更
新
が
必
要
で
、
下
水
道
管
も

老
朽
化
が
進
ん
で
く
る
が
、
上
下
水
道
施
設
の

更
新
に
必
要
な
財
源
の
確
保
は
。

Ａ　

上
下
水
道
管
の
更
新
に
は
、
資
金
や
職
員
数

の
確
保
が
課
題
。
財
政
確
保
は
、
人
口
減
少
に
よ

る
収
益
減
少
や
老
朽
化
施
設
の
更
新
に
伴
う
資

金
不
足
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
経
営
の
効
率
化

や
経
費
節
減
を
進
め
る
と
と
も
に
、
企
業
債
や

交
付
金
の
活
用
、
さ
ら
に
は
料
金
改
定
の
検
討

も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

人
口
減
少
が
進
む
中
、
本
市
の
水
道
イ
ン
フ

ラ
の
持
続
可
能
な
運
営
に
向
け
た
広
域
化
や
共

同
化
の
具
体
的
な
方
策
は
。

Ａ　

人
口
減
少
に
対
応
す
る
た
め
、
統
廃
合
や
広

域
化
を
検
討
。
上
水
道
の
広
域
化
は
有
効
な
基

盤
強
化
策
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
研
究
を
要
す
る
。

下
水
道
も
広
域
化
・
共
同
化
な
ど
の
取
組
に
よ

り
、
持
続
可
能
な
運
営
を
目
指
す
。

小中学校体育館の空調設備導入を

Ｑ　

小
・
中
学
校

体
育
館
等
に
お
け

る
国
の
空
調
設
置

率
は
、
18
・
９
％

(

２
０
２
３
年
９
月

１
日
時
点)

で
、
京

都
府
に
お
い
て
は
、

約
３
・
４
％
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
こ
の
状
況
を
受
け
政
府
は
、
空

調
設
備
整
備
臨
時
特
例
交
付
金
を
設
け
て
設
置

ペ
ー
ス
を
加
速
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
文
部
科

学
省
も
２
０
３
３
年
度
ま
で
に
95
％
に
す
る
目

標
を
掲
げ
て
い
る
。
暑
さ
が
理
由
で
、
体
育
館
で

の
体
育
の
授
業
に
影
響
が
あ
っ
た
か
。

Ａ　

熱
中
症
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
基

準
値
を
超
え
た
場
合
は
、
運
動
の
中
止
や
制
限

を
し
て
い
る
。
体
育
の
授
業
を
エ
ア
コ
ン
の
あ

る
教
室
に
変
更
し
た
り
、
比
較
的
涼
し
い
時
間

帯
に
変
更
し
た
り
す
る
な
ど
、
教
育
課
程
に
影

響
を
受
け
た
。

Ｑ　

児
童
生
徒
の
健
全
な
教
育
環
境
を
整
え
、
災

害
等
の
激
甚
化
・
頻
発
化
を
踏
ま
え
、
避
難
者

の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
に
体
育
館
へ
の
空

調
設
備
の
導
入
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
本
市
の

考
え
は
。

Ａ　

学
校
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
熱
中
症
対
策
と

し
て
も
、
地
域
の
避
難
所
と
し
て
利
用
さ
れ
る

場
合
の
環
境
整
備
と
し
て
も
、
空
調
設
備
を
設

置
す
る
こ
と
は
よ
り
大
き
い
効
果
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
令
和
８
年
度
か
ら
開
始
す
る
、
綾

部
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
を
策
定
す
る
中

で
検
討
し
て
い
く
。

創政会　　柳
やなぎ
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遊休農地で学校給食の食材拡大を

Ｑ　

市
内
の
あ
る

小
学
校
の
子
ど
も

た
ち
が
、
農
地
の
荒

廃
と
農
業
の
担
い

手
が
減
少
し
て
い

く
こ
と
を
心
配
し
、

農
業
を
応
援
す
る

取
組
を
し
て
い
る
。

農
業
振
興
と
学
校
給
食
に
遊
休
農
地
を
活
用
す

る
た
め
、
今
日
ま
で
の
学
校
給
食
食
材
と
し
て

地
産
地
消
の
取
組
は
。

Ａ　

学
校
給
食
物
資
納
入
等
登
録
店
に
地
元
産

の
食
材
を
お
願
い
し
、
地
元
の
農
家
や
加
工
グ

ル
ー
プ
等
か
ら
納
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

Ｑ　

学
校
給
食
の
「
あ
じ
わ
い
ラ
ン
チ
」
の
経
過

は
。

Ａ　
「
あ
じ
わ
い
ラ
ン
チ
」
は
、
平
成
18
年
か
ら
取

り
組
み
、
令
和
６
年
度
は
、
全
校
で
万
願
寺
甘

と
う
な
ど
の
特
産
品
を
食
材
と
し
た
共
通
メ

ニ
ュ
ー
で
５
回
実
施
し
た
。

Ｑ　

遊
休
農
地
の
実
態
と
取
組
は
。

Ａ　

令
和
６
年
度
調
査
で
遊
休
農
地
と
判
断
さ
れ

た
も
の
は
約
38
・
５　
ha
で
、
荒
廃
農
地
の
未
然

防
止
対
策
と
し
て
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
等

の
事
業
活
用
に
よ
り
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

Ｑ　

長
野
県
松
川
町
の
事
例
で
は
、
遊
休
農
地
で

有
機
野
菜
を
栽
培
し
学
校
給
食
に
供
給
し
て
い

る
が
見
解
は
。

Ａ　

遊
休
農
地
を
活
用
し
、
学
校
給
食
と
連
携
す

る
こ
と
で
農
業
振
興
と
食
育
推
進
を
両
立
さ
せ

た
先
進
的
な
取
組
と
認
識
す
る
。
こ
う
し
た
取

組
は
綾
部
の
実
状
に
あ
っ
た
持
続
可
能
な
仕
組

み
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

公明党　　渡
わた

　辺
なべ

　小
さ ゆ り

百合

日本共産党　 吉
よし

　崎
ざき

　篤
あつ

　子
こ
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一般質問

綾部のパラダイムチェンジを

Ｑ　

過
日
の
綾
部

市
民
大
学
講
座
に

お
い
て
、
人
口
減

少
社
会
の
変
化
を

織
り
込
ん
だ
政
策

の
「
パ
ラ
ダ
イ
ム

チ
ェ
ン
ジ
」、
い
わ

ゆ
る
根
本
的
転
換

を
行
っ
て
ほ
し
い
と
前
京
都
府
知
事
が
指
摘
さ

れ
た
が
市
の
考
え
は
。

Ａ　

綾
部
市
の
将
来
を
見
据
え
た
と
き
に
人
口
減

少
の
大
き
な
流
れ
を
変
え
る
こ
と
は
難
し
い
。

そ
う
い
う
中
で
移
住
定
住
な
ど
の
緩
和
策
を
講

じ
つ
つ
人
口
減
少
社
会
を
前
提
に
し
た
適
応
策

を
講
じ
た
い
。
こ
れ
ま
で
の
固
定
的
な
考
え
方

や
価
値
観
に
と
ら
わ
れ
ず
、
よ
り
柔
軟
な
目
線

で
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
い
き
、
よ
り
よ

い
解
決
策
を
見
い
だ
し
た
い
。

Ｑ　

国
は
、
本
年
夏
頃
に
今
後
10
年
間
、
集
中
的
に

取
り
組
む
基
本
構
想
を
取
り
ま
と
め
る
見
込
み

だ
が
、
市
は
今
後
、
大
胆
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
チ
ェ
ン

ジ
に
向
か
っ
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い

く
の
か
。
次
期
地
方
創
生
総
合
戦
略
の
概
要
は
。

Ａ　

第
２
期
総
合
戦
略
と
同
様
の
四
つ
の
基
本
戦

略
を
柱
に
11
の
施
策
を
体
系
化
す
る
と
と
も

に
、
新
た
に
①
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消

②
多
文
化
共
生
の
推
進
③
地
域
に
お
け
る
デ
ジ

タ
ル
化
の
推
進
④
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
と
脱

炭
素
型
社
会
の
構
築
の
四
つ
を
横
断
的
戦
略
と

し
て
位
置
付
け
て
い
る
。
今
後
示
さ
れ
る
国
の

基
本
構
想
を
踏
ま
え
つ
つ
、
次
期
総
合
戦
略
を

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
た
い
。

原発・乾式貯蔵施設計画を問う

Ｑ　

関
西
電
力
は

原
発
敷
地
内
に
使

用
済
燃
料
の
乾
式

貯
蔵
施
設
を
設
置

す
る
計
画
を
立
て

て
い
る
が
、
本
市
へ

の
説
明
は
あ
っ
た

の
か
。

Ａ　

府
内
７
市
町
と
府
が
構
成
す
る
地
域
協
議
会

幹
事
会
が
昨
年
８
月
13
日
あ
や
テ
ラ
ス
で
開
催

さ
れ
、
同
計
画
の
説
明
を
受
け
た
。

Ｑ　

ど
の
よ
う
な
計
画
な
の
か
。

Ａ　

高
浜
発
電
所
に
は
２
０
２
７
年
頃
ま
で
に
乾

式
貯
蔵
施
設
が
設
置
さ
れ
る
計
画
。
乾
式
貯
蔵

は
電
源
を
必
要
と
せ
ず
地
震
に
も
強
く
、
非
常

に
安
全
性
の
高
い
燃
料
の
貯
蔵
方
法
と
聞
い
て

い
る
。

Ｑ　
「
避
難
計
画
を
案
ず
る
関
西
連
絡
会
」
が
高
浜

原
発
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内
７
市
町
の
住
民
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
と
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
に
基
づ
く
要
望
書

の
概
要
は
。

Ａ　

要
望
書
に
は
、
８
割
の
方
が
乾
式
貯
蔵
計
画

を
知
ら
な
い
と
回
答
し
、
説
明
を
求
め
て
い
る

こ
と
を
重
視
し
、
住
民
説
明
会
を
求
め
る
こ
と

な
ど
４
点
が
記
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ　

使
用
済
燃
料
の
対
策
が
ま
だ
確
立
し
て
い
な

い
中
で
、
こ
の
計
画
を
許
し
て
い
い
の
か
疑
問

に
感
じ
て
い
る
。
本
市
の
対
策
は
。

Ａ　

こ
の
計
画
は
原
子
力
規
制
委
員
会
で
審
査
が

継
続
し
て
い
る
。
関
西
電
力
に
は
、
こ
の
計
画
に

関
す
る
住
民
へ
の
十
分
な
説
明
と
適
切
な
広
報

を
求
め
て
い
き
た
い
。

創政会　 高
たか

　橋
はし

　　　輝
てる

民政会　　安
あん

　藤
どう

　和
かず

　明
あき

　綾部市議会では、市民に開かれた議会を目指し新たな
取組として、公式You Tubeチャンネル「綾部市議会チャ
ンネル」で動画配信を始めました。
　年４回開催いたします定例会の報告を始め、市民の皆
様に興味関心を持っていただける内容になるよう努め
てまいります。
　チャンネル登録をよろしくお願いいたします。
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　今回の市議会だよりからカラー印刷に一新し、より見やすくしました。また、最後のページ
の「次世代からのメッセージ」を「あやべの宝　～子育て支援の現場から～」に変更し、市内の
子育て支援の活動グループを取材・掲載することになりました。

情報発信の新たな取組として、４月から、You Tubeで動画を配信しています。ぜひご覧ください。
また、５月15日から28日の間、各地区自治会連合会へ出向き、市民と議会のつどい「ＡＹＡまちトーク」　
を開催します。多くの方のご参加をお待ちしております。
詳細は、議会事務局までお問い合わせください。

編集／広報広聴委員会
◎本田文夫　○塚﨑泰史　後藤光　渡辺小百合　酒井裕史　中島祐子　種清喜之　高橋輝　（◎委員長　○副委員長）

編 集 後 記


